
楼島火山活動調査報告

岡部龍信

1 . 新 火 口 踏 査 路

新火口の場所玄(第 1国及び、思震 1参照〉へ遣するには有村からのぼるのr

が最もよい.有村から大正熔岩流の上を北北東~北にのぼるとと約2粁y との・

遅から路を北西にとって約 500

米のぼり(第 1国 Z)，更に北

の上，、山の傾斜が 30度乃至 35

度の念斜面である.潅木の根元

を掴まへ友がら這ふやうにして

登山したのである. との附近の

降友は相賞多量にあれ一行 6

名の先頭が通過すれば忽ち白煙

濠々として視界をさへぎわ丁

度目つぶしをされた感があり，

一同火山次に埋もれながら登った.

新火口の外観及び内部は潟員 2及び潟真 3の遁りである.

命前記踏査路及び附近との方面には所々に噴気があった.イ可れも硫気孔で，

海抜 550米の D 黙では噴気孔中約 30粧の所で '(6
0

Cあったぐ第 1国及び

第 1表参照).
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合言 1表新火口斜面の.噴、気

/ 

噴気孔 設噴気の孔高のき海 噴温気度の、昭測和定14年年月11日月 昔話 考

55米0 
。C

13日 15時 40分 噴気孔中に約 30糎挿入して測定.D 79 

d 420 '" ... ... 

p 395 54 12 13 40 地表面

q，r，s，色 360--310 55 12 13 00‘ 地表面附近

w 350 45 13 17 30 地表面附近，割目から噴気，硫黄昇華物附着

2. 新火口の噴出物と山林の被害

新火口から噴出された岩石類(潟異 4参照〉は主に東から南東へ落下したゃ

うである.第 1圏中 S内は火山磯の落下した範園， sの内部の B附近では

ー掲出された火山磯や赤熱熔岩片(山麓で火の粉が落下するのが見えた〉が観測

された.而してとの部分の松林や潅木林は皆赤く愛色してゐるが，焼けてはゐ

たい.併し所々に焼けた熔岩片が落下してF 枯すすきを焼いたりして小さ友山

火事を起して木が枯れてゐる所もある.抽出されて火山友砂地の山の斜面に落

下した岩片は幾分砂地に埋まってゐる(馬民 5参照〉・海抜 400米の斜面上の

日濯木林中の地賠(第 1園 n)では，掲出岩のために松の木が1本地表から 1.5

米の高さの所から切りとられてゐた，その切口は直径 64糎の園形で，..S 24
0 

E 

の方向に倒れてゐた(~異 6 参照).

C は一寸した谷で，爆設の際に掲出された熔岩等が火山友砂磯等と共に山の

斜面をとり下った部分である(弱震 1参照).此庭では噴出物流のために樹木

は根まで皮を剥ぎとられ{潟真 7参照)，それよりもまだ幾分助かってゐるの

は弱員 8の手前の濯木林である.之には勿論葉は全然なく，幹や枝の部分も所

々皮が剥がれてゐる.噴出物流の末端附近では樹木等は埋められてゐる.

向踏査中観測され;た今同の描出岩類を第2表にあげる.議室氏記事を併せて

1 第 2表弛出先片(昭和 14年 11月 13日測定〉

大きさ ~1ß 考

長径80糎，短径50糎 IfゃしゃぶしJ林の中に落下
|傾斜30度の火山友斜面に直立し地面上

1謹の長さ 14糎|に 18糎出て，地面下に 8埋まヲてゐる
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参照せられたい.

結-び

1. 楼島殊に鹿児島市から見えたいその東側方面の火山活動観測のために，

有村から古里の間附近に火山観測所を常置せられたい.

2. 棲島東側斜商の火山活動観測のやうに，念傾面で且途中に濯木が密生し

てゐる場合には大穫さたのやうた準備が必要とJ思はれるる

(イ〉軽快友る登山服装， (丘) Y -，，-~クサック， (ハ〉ピッケノレ， (ニ〉組合せ

ナイフ， o(ホ〉地園入れ小鞄(地園入り)， (へ〉時計， (ト〉ストッフ。ウォッチF望

(チ〉食料と水， . (リ〉水筒， (ヌ)野帳(方眼紙が便利である)， (;り鉛筆〔黒・

赤・青)，、(ヲ〉望遠鏡(ワ〉馬民機(ロールフィノレム用〉及びローJレフィ Jレムと

弱震機用フィルグー， (カ〉活動馬異機， (ヨ〉カパー附き最高式高温寒暖計(5⑪'

Ooc迄， 100 oc迄， 50
0

C迄の 3種類入(グ〉携帯用六分儀， (レ〉巻尺 (50

米・ 1米の 2種類)， (ソ〉クリソメーグー， (ツ〉ルーペ，ぐネ〉岩石採集用ハ

ンマー， (ナ〉岩石採集袋，(ラ〉念救薬品類， (ム〉銭兜.‘

以上報告を格るに嘗って御指導・御鞭縫を賜はった幅同気象墓長須田博士並

f びに現地で、色冷御厄介に主主り且御教示を賜はった鹿児島測候所長蔵重一彦氏に

哀心から感謝の意を表します.
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